
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和02年06月01日

計画の名称 鶴岡市における歴史的風致の維持向上とまちづくりの推進

計画の期間   平成２６年度 ～   平成３０年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 鶴岡市

計画の目標 　鶴岡市の歴史的建造物や伝統行事等、風情、情緒、佇まいを醸し出している良好な環境を維持及び向上させ、まちや暮らしの環境とその魅力を守り、高めるとともに後世に継承し、

鶴岡市固有の歴史と文化を生かしたまちづくりを推進するため、歴史的風致を守り育て、魅力と地域活力に満ちた鶴岡らしいまちづくりを推進する。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 466  Ａ                 370  Ｂ                   0  Ｃ                  96  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      20.6 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H26 H28 H30

   1 鶴岡公園とその周辺地区内の休日の歩行者数を1,210人/日(H26)から1,420人/日(H30)に増加させる。

鶴岡公園とその周辺地区内の歩行者数 1210人/日 1300人/日 1400人/日

地区内主要6路線の歩行者数

   2 鶴岡公園とその周辺地区の歴史・文化施設への来訪者数を168,400人/年(H26)から194,000人/年(H30)に増加させる。

鶴岡公園とその周辺地域内の歴史・文化施設の来訪者数 168400人/年 184000人/年 194000人/年

地区内歴史・文化施設の観光入り込み客数

   3 羽黒手向事業地区内における修景整備件数　0件(H26)→30件(H30)

羽黒手向地区事業計画地区内の住宅建築物等の修景件数 0件 15件 30件

   4 羽黒手向地区内の来訪者数を582,700人/年(H26)から600,100人/年(H30)に増加させる。

羽黒手向地区事業計画地区内への観光客入り込み数 582700人/年 591400人/年 600100人/年

   5 松ヶ岡開墾場史跡内の来訪者数を33,000人/年(H26)から39,600人/年(H30)に増加させる。

松ヶ岡史跡内の来訪者 33000人/年 36300人/年 39600人/年

松ヶ岡開墾記念館1番蚕室、映画村資料館、クラフトフェア来訪者数

   6 松ヶ岡倶楽部会員数を64人(H26)から100人(H30)に増加させる。

松ヶ岡倶楽部会員数 64人 80人 100人

松ヶ岡開墾の歴史や文化など開墾場の魅力発信に協力・支援する人

1 案件番号： 0000152904



番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H26 H28 H30

   7 松ヶ岡観光ボランティアガイド研修受講者数を12人(H26)から30人(H30)に増加させる。

松ヶ岡観光ボランティアガイド研修の受講者合計人数 12人 20人 30人

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

2 案件番号： 0000152904



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業

A16-001

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 街なみ環境整備事業(鶴岡

公園とその周辺地区)

大宝館整備、鶴岡公園内整備

、三日町口通り整備、公園内

周辺道路、歴史的建造物活用

レストラン開発、散策休憩施

設整備、他

鶴岡市  ■  ■  ■  ■  ■         165 －

A16-002

住宅 一般 鶴岡市 間接 株式会社荘

内銀行

－ － 優良建築物整備事業(鶴岡

公園とその周辺地区)

鶴岡市本町一丁目地区優良建

築物整備(敷地内の空地整備)

鶴岡市  ■          28 －

A16-003

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 街なみ環境整備事業(羽黒

手向地区)

宿坊街並み保全及び修景整備

促進、宿坊街道路・空き地修

景整備

鶴岡市  ■  ■  ■  ■  ■          55 －

A16-004

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 街なみ環境整備事業(羽黒

松ヶ岡地区)

松ヶ岡振興支援、史跡周辺修

景整備、シルクタウンプロジ

ェクト推進

鶴岡市  ■  ■  ■  ■  ■         122 －

 小計         370

合計         370

1 案件番号：  0000152904



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業

C16-001

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 修景施設整備助成対象基

準策定事業

宿坊街街なみ保全修景整備 鶴岡市  ■  ■  ■  ■  ■           2 －

修景施設整備における補助対象等の基準を定め、歴史的価値のある外観を維持するなどした統一的な景観形成を図る。

C16-002

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 歴史まちづくり活動事業 門前町歴史まちづくり活動支

援・計画啓発事業(シンポジ

ウム)

鶴岡市  ■  ■  ■  ■  ■           3 －

歴史まちづくりのための街なみ形成検討などに向け、まちづくり協議会等と連携し一体的に実施することにより活動の活性化を図る。

C16-003

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 歴史まちづくり啓発事業 計画啓発事業(パンフレット

、マップ、ガイド養成)

鶴岡市  ■  ■  ■  ■           1 －

鶴岡市歴史的風致維持向上計画と鶴岡市の歴史を簡便に説明したPRパンフレットの活用、ガイド養成により、まちづくり活動への意識向上を図る。

C16-004

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 多目的空間整備事業 散策休憩施設整備(多目的交

流広場)

鶴岡市  ■          55 －

散策・休憩する地域住民や観光客に向けて賑わいとくつろぎ・交流するスペースとして多目的広場の整備を行うことで地区の活性化が期待される。

C16-005

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － 松ヶ岡開墾場北広場整備

事業

松ヶ岡開墾場北広場駐車場整

備

鶴岡市  ■          32 －

松ヶ岡開墾場北広場に合わせた駐車場の整備による来訪者の利便性向上により、来訪者数の増加が期待できる。

C16-006

住宅 一般 鶴岡市 直接 鶴岡市 － － まちなか回遊性向上事業 サイン計画策定事業 鶴岡市  ■           3 －

景観重点地区におけるサイン計画を策定し整備することにより、来訪者の回遊性の向上が図られ来訪者数の増加が期待できる。

 小計          96

1 案件番号：  0000152904



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

合計          96

2 案件番号：  0000152904



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

事業担当課において数値目標の達成状況や事業効果の発現状況について検証・分析を
行った。

事後評価の実施体制

0000152904案件番号：

令和元年度

市ホームページに掲載

  歴史的建造物の保存及び周辺の修景整備による貴重な歴史財産の保全、散策休憩施設の整備や案内サインの設置等により来訪
者の回遊性の向上、街なみ修景整備事業による趣のある宿坊街の街なみ修景が図られた。　
  これら街なみ環境整備事業の実施により、重点区域における歴史的風致の維持向上と良好な観光資源の構築が進んでいる。
  鶴岡公園及びその周辺地区、羽黒手向地区、松ヶ岡地区ともに、基幹事業と効果促進事業を実施しながらの検証であり、目標
達成に至らなかった事項はあったが、当初現況値または前年度から増加した事項や目標を達成した事項もあった。
  5カ年の事業を通して一定の効果も図られており、令和元年度以降においては一層の歩行者、来訪者の増加があったため、今
後もその効果が見込めるものと思料される。
  また、市全域の外国人延べ宿泊者数においては、整備計画策定時の平成25年は2,760人であったが、以後毎年増加傾向にあり
、平成30年には7,886人と2.9倍の増となっている。

住民主導による歴史的資源の周知活動の推進
  市が主催する歴史まちづくりのワークショップの参加した市民が中心となり、歴史的資源の存在を広く市民に周知し、保存と
利活用を考えるイベントが継続実施され、歴史まちづくりに関する市民意識の醸成が高められた。

  第二期事業として引き続き、歴史的風致建造物の保存・活用支援事業及びその周辺区域における修景整備を実施し、優良な街並み形成の促進を図っていく。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

鶴岡公園とその周辺地区の休日歩行者数

最　終
目標値
1400人/日

休日歩行者数については、当該整備計画以前の平成24年の1,210人から平成26年の976人と急激な減少化の経緯にあったが、計画事業後におい

ては減少数の緩和がみられ、平成28年は876人にとどまり、平成29年は996人と増加に転じている。平成30年は1,110、対前年比11%増の実績と

なった。参考として、平日歩行者数においては、対前年比15％増であることから、鶴岡公園とその周辺地区の歩行者数は年々増加しているも

のと思料される。
最　終
1110人/日

実績値

 2

鶴岡公園とその周辺地区の歴史・文化施設の来訪者数

最　終
目標値
194000人/年

鶴岡公園周辺の観光施設においては、整備計画以前より来訪者数が減少化傾向にあり、また、本事業による施設整備期間中について来訪者が

減になる期間もあったが、一定程度減少傾向は緩やかに推移している。平成30年では目標達成に至らなかったが、今後は、鶴岡公園とその周

辺地区の歴史・文化施設を活用した観光企画の充実と拠点化、各観光施設への回遊性の向上と来訪者数の増加を図っていく。

最　終
129600人/年

実績値

 3

羽黒手向事業地区内における修景整備件数

最　終
目標値
30件

修景整備事業にあたり、まちづくり協定及び補助基準等制度の策定を経て、修景整備については、平成29年度からの開始となり、平成30年度

末で13件と目標整備件数に届かなかったものである。修景整備については、今後、第二期計画として継続整備を行う予定である。

最　終
13件

実績値

 4

羽黒手向事業地区内の来訪者数

最　終
目標値
600100人/年

対象地区内の街並み修景整備の実施により、歴史的風情のある街並み形成が図られたほか、地域まちづくり団体及び当該観光施設等による賑

わい創出企画等集客促進のイベントを積極的に行ったため。

最　終
705200人/年

実績値

 5

松ヶ岡史跡内の来訪者数

最　終
目標値
39600人/年

平成29年の日本遺産認定を契機として来訪者は年々増加していたが、本事業による施設等の整備、来訪者増加につながるイベント事業の先送

りなどにより目標達成に至らなかった。今後は、施設等の整備が完了し、イベント等を積極的に実施するなどにより、来訪者の増加を図って

いく。

最　終
35000人/年

実績値

1 案件番号：0000152904



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 6

松ヶ岡倶楽部会員数

最　終
目標値
100人

松ヶ岡倶楽部については、史跡関連イベントの周知拡大を図るための取組みとして、史跡関係者が事務局となり情報発信を行っていたが、平

成28年に同倶楽部の運営を休止したため目標値に達していない。しかし、その代わりとして、現在は、史跡内の各事業所が主体となり、SNS等

によるイベント発信の取組みを行い、広く周知を図っている。

最　終
0人

実績値

 7

松ヶ岡観光ボランティアガイド研修受講者数

最　終
目標値
30人

ボランティアガイド研修は平成26年で終了し、その後、平成29年から日本遺産事業の一環として取り組んでいる。対象者は鶴岡市観光ボラン

ティア協議会会員であるが、年々会員が減少していることにより当該研修受講者も相対的に伸び悩んだため。

最　終
23人

実績値

2 案件番号：0000152904


